






















































表 1 登園 ･登校拒否児の状況と家族環境
事例 A B C D E F
家 家族 母(29),父(35) 母(32),父(29) 母(42),父(42) 母(40),父(44),母(40),父(41) 母(28),父(32)
族樵成 入院児(2)女児 入院児(6カ月)女児 入院児(12)男児柿(16) 祖母(73),入院児(12)男児柿(16) 入院児(ll)男児 入院児(6)女児
登園登校 年齢 4歳 2歳 9歳 12歳 9歳 9歳
拒否児の 性別 女児 女児 女児 男児 女児 女児
+鰭況見 留守期間 6か月以上 3-6か月未満 1-3か月未満 3-6か月未満 3-6か月未満 12か月以上
面会 毎日 週末､病院で一緒に過ごす月 数度 月に数度 週に一度 毎日 週に一度母親の帰宅 月に一度 週 一 週に一皮 時
家にいる同胞数 1人 1人 2人 2人 1人 1人
主な養護者養護者の健康 父親､別居の祖母が高血圧､疲労 父親 父親が疲労 同居の祖母 父親 父親同居の祖母
登園 良い影響 我慢強くなった しっかりしてきた 我慢強くなった思いやりができた しっかりしてきた 我慢強くなった自分のことができる 自分のことができる
普校 悪い影響 夜泣き､甘える 甘える 沈む､ 寂しそうな表情 義不怠り姦奉振 精神不安定
拒 寂しそうな表情 笑顔がなくなる 笑顔が無 くなる 不安がる､
香児の状況 落ちつきなくなる 寂しそうな表情 反抗的になる 寂しそうな表情感情の起伏が大不登校の始まり 1か月未満 入院直後 1か月未満 1週未満から 1か月未満 1か月未満
不登校の期間 3か月 入院中ずつと 一時期 1か月未満 退院後もずつと 入院当初
付き早つ母親 病児の病気 脳症 (重症) 悪性腫癌 療滴 療璃 不明 悪性腫蕩
母親の付き添いへの意志住居 距i牡 言葉がでないので是非付き添 たい日帰り可能 そばにいたい 時々 付き添いたい 是非付き添いたい 時 付々き添いたい 是非付添うおよ 日帰 り可能 日帰 り可能 日帰 り可能 日帰 り可能 日帰 り可能
び秦 母親の疲労 かなり やや やや 不明 かなり かなり
族の状 病室状況 個室 個室 6人部屋 4人部屋 4人部屋 個室
母親が 夫(酒量､高血圧) 夫 (食事) 子ども(小さい)試験時､日曜日 祖母(心臓が弱い)参観 日 夫(何もできない) 夫 (食事)
況 心配した家族帰りたい行事 子ども 僻 い)祖父 (酒の量母 疲労)参観日､運動会､誕生病気､事故､精神的不安 子ども(理解できない年)誕生日 子ども(一人なので心配)参観日､誕生日日曜病気､精神的不安 子ども (不安)参観 日､運動会同胞のBilつたできごと 病気 精神的できごと 精神的不安 精神的不安
家事 父親 父親 父親 同居の祖母 母親 (帰宅時) 別居の祖母
別居の祖母 長女 長女 (時々) 父親(洗濯のみ)
い る もの を指 して い る｡ 例 の み で あ っ た｡ この 同居 家 族 の登 校 拒 否 児 は 入
院 して い る男 児 の双 生 児 の 1人 で あ っ たO 性 別 で
結 果 は登 園 ･登 校 拒 否 児 の うち女 児 が 5事 例 で, この
対 象 と した AからFの 6例 の登 園 ･登 校 拒 否 児 うち 3事 例 が 9歳 の女 児 で, 男 児 は 1例 で あ っ た｡
の状 況 と家 族 の状 況 は表 1の通 りで あ る｡ また兄 弟 の上 下 関 係 をみ る と登 園拒 否 児 は 2名 と













































































































































































The influence on the family caused by the mother staying away from
home in order to take care of a sick child being hospitalized
- six cases of siblings left at home who refused to go to school because
of this situation -
Niwa OHTA
Abstract
In this study, we investigated six cases in which students refused to go to school after their
mothers'staying in a hospital in order to take care of a sick brother or sister.
Analysis was done mainly on the sibling's characteristics family structures and family conditions.
Three of the six cases involved nine year old girls. One case involved an extended family and the
others involved nuclear families.
The siblings showed mental anxiety such as no longer being able to smile and/or to express
loneliness.
The duration of refusing to go to school had appeared within one month after the mother began
to stay in the hospital and almost all of the cases were transient, having recovered before the
mother came back to live at home, but one case continued even after her mother returned home.
These results suggest that nurses should give appropriate advices and suggestions to the mother
of a sick child being hospitalised about the care of a sibling left at home.
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